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3.3 見方・考え方を働かせるため
の教材（農業高校における筆者の
取組み）

近年，学校教育において，見方・考
え方を働かせる教育が求められており，
そのための教材開発が必要となっている。
カラムシは，古くから繊維作物として利用
されてきた植物であり，「雑草」と「作物」
の二面性を有している。このことから，カ
ラムシは見方・考え方を働かせるための
教材として適している可能性がある。そこ
で筆者は，農業高校での授業にて，見方・
考え方を働かせるための教材としてカラム
シを活用した授業を実践した。授業は計
7授業約200名の生徒を対象に行った。
授業の冒頭では生徒が雑草に対して

どのようなイメージを持っているかを確
認するために，生徒に雑草に対するイ
メージを聞いた。その際，生徒からは「除
草が大変」「作物の栄養を奪う」「体に
付着して不快である」など，否定的な意
見が多数挙がった。そこで，マイナスの

イメージが強い雑草だが，雑草の中に
も利用可能な植物が存在することを知っ
てもらうために，カラムシを提示し，「こ
の植物はどのように利用できると思うか」
と発問することで，生徒の探求心を引き
出した。また，採取したカラムシの繊維
とポリエステル糸などを糸相撲して，繊
維強度比較実験を行った。授業開始時
には雑草に対する否定的なイメージが多
数であったが，授業後のワークシートで
は「雑草に悪いイメージがあったが，良
いところを知った」「雑草が利用できると
知って驚いた」「雑草の見方が変わった」
といった意見が多くみられた。

3.4 カラムシの教材としての評価

カラムシは身近な場所に広く自生して
いるため，入手が容易である。さらに，
繊維を短時間で簡易に採取できる点が
教材として優れている。また，家庭科や
社会科，環境学習など各単元での利用
も期待される。近年では，「食」に関す
る「食育」が盛んに行われている一方

で，衣食住の「衣」に関する「服育」は，
教材が少ないことが問題となっている。
伝統的な繊維作物であるカラムシは「服
育」の教材としても使えるかもしれない。

おわりに

本稿では，クズとカラムシの繊維植物
としての利用を例として，雑草と呼ばれる
植物の中にも，かつて人 の々暮らしを支え
てきた重要な資源があることを紹介した。
普段は邪魔者である雑草も，視点を変え
ることで，地域おこしや教材として新たな
活用ができる可能性があるかもしれない。
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また，静岡農業高校において授業の
機会をいただき，ご協力くださいました
先生方ならびに熱心に授業に参加してく
ださった生徒の皆様に，心より御礼申し
上げます。
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経営耕地面積規模別の農業経営体数と耕地面積割合
　統計データから

2025 年農林業センサスの結果によると，１農業経営体当た
りの経営耕地面積は平均 3.6ha で 5 年前に比べて 0.5ha 増加
している。2020 年調査でも 2015 年調査に比べて 0.6ha 増加
しており規模拡大が継続している。その 3.6ha のうち，借入
耕地面積は 1.7ha で 5 年前に比べて 0.5ha 増加しており，農
水省は借り入れによる農地の集積が進んでいるとしている。な
お，都府県では 2.6ha が平均値で 5 年前に比べて 18.2％増，
北海道では同 34.5ha で 14.2％増と，全国的に規模拡大が進
んでいる。

表 -1 に規模階層別の農業経営体数とその割合，前回からの
増減率を示した。北海道では，経営耕地面積規模として 30 ～
50ha 層の経営体が 18.0％と最も多いが，規模階層別の農業
経営体数の増減率をみると，100ha 未満の経営体は軒並み減

少している。そのなかで，100ha 以上の経営体はむしろ 7.8%
も増加しており，大規模法人がさらに大きくなっていることを
示唆している。一方，都府県の農業経営体では，経営耕地面積
規模 1ha 未満の層が 50.3％と大半を占めてはいるが，それで
も 10 ～ 20ha 以上のすべての階層の経営体で経営耕地面積の
増加がみられ，急速に大規模化と農地の集約化が進んでいる。

そこで，経営耕地面積規模別に農業経営体が経営する耕地面
積のシェアを表 -2 に示した。経営耕地面積シェアが最も高い
のは 1 ～ 5ha 層の 21.6％であるが，10 年前の 30.2％や 5 年
前の 25.1％と，その割合は漸次低下している。一方，20ha 以
上層の経営耕地の面積シェアは，10 年前の 37.5％，5 年前の
44.4% から今回さらに 5.4 ポイント上昇し，49.8％となって
いる。　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　（K.O）

区分 センサス年 全経営体数 項⽬  経営耕地なし １ha未満 １〜５ha ５〜10ha 10〜20ha 20〜30ha 30〜50ha 50〜100ha 100ha以上
2015年 40,714 割合※(％) 2.7 6.9 15.5 12.9 19.6 13.4 15.1 11.3 2.9

2020年 34,913 割合※(％) 2.5 6.5 17.2 11.7 18.0 13.7 16.8 12.7 3.9
経営体数 677 1,987 4,817 3,011 4,688 3,940 5,262 4,099 1,479

2025年 割合※(％) 2.3 6.8 16.5 10.3 16.1 13.5 18.0 14.0 5.1
△16.4 増減率※※ △22.3 △12.5  △18.8 △26.2 △25.4 △17.5 △10.0 △7.3 7.8

2015年 1,336,552 割合※(％) 1.1 31.6 4.1 3.5 1.3 0.4 0.2 0.1 0.03
2020年 1,040,792 割合※(％) 1.5 52.5 38.6 4.3 1.9 0.6 0.4 0.2 0.05

経営体数 11,962 405,525 313,499 40,571 20,280 6,883 4,991 2,455 686
2025年 割合※(％) 1.5 50.3 38.9 5.0 2.5 0.9 0.6 0.3 0.1

△22.5 増減率※※ △25.6 △25.8 △21.9 △8.6 4.0 12.2 17.3 18.7 22.3
注）割合※は経営耕地⾯積規模別に占める経営体の割合。増減率※※は2020年と⽐較した2025年の増減率（％）。

センサス年 １ha未満 １〜５ha ５〜10ha 10〜20ha 20〜30ha 30〜50ha 50〜100ha 100ha以上
2015年 11.9 30.2 10.3 10.1 7.2 10.3 11.8 8.2
2020年 9.4 25.1 10.2 11.0 8.1 11.8 13.4 11.1
2025年 7.4 21.6 9.9 11.4 8.7 12.9 14.6 13.6
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